
日本風景街道 道路局からの提案

本方向性は、道路管理者の観点から、直接的に取り組みや支援が可能と

考えられる主な事項について整理したものです。今後は、有識者や関係者

からの意見・提案を踏まえ、より幅広い取組内容へと発展・充実させていくこ

とを想定しています。
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１．基本的考え方

• 日本風景街道は、地域住民や多様な主体の自主的な取組により、地域の魅力向上や交流の促進に

寄与してきたものであり、その根幹は地域の創意工夫と主体性にある。 

• 今後は、この自主性を尊重しつつ、社会環境の変化や、能登半島絶景海道が震災後の復興に果た

している役割を踏まえ、災害復興、観光振興、環境保全、二地域居住、地域産業の創出等の政策

課題とも連動した取組みを充実し、「もっと繋がる風景街道」へと発展させることにより、風景

街道の価値を一層高める。

• これを推進するため、国及び地方公共団体等が明確に支援・伴走する体制を強化する
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２．推進の基本構造（連携型と推進型）

• 風景街道の推進に当たっては、次の二つの枠組みを相互に補完させながら展開する。

(1) 連携型【地域登録】

• 地域主体の自主的な活動を基

本とし、これまでどおり続け

たい地域が、安心して続けら

れる土台として位置付ける。

• 活動の継続性の確保、地域間

連携の促進、好事例等の横展

開等により、全国的な底上げ

を図る。

(2) 推進型【国提案】

• 災害復興、観光、環境、二地

域居住等の政策課題や人材育

成等の実証・実装の場として

位置付ける。

• 国が一定の目的の下で「提

案」（仮称 風景街道ネクスト）し、

重点的に伴走・支援する枠組

みを構築する。
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３．活動の可視化・インタープリテーション機能の強化

• 風景街道の価値を「見れば分かる」

「体験すれば理解できる」ものとす

るため、単なる情報掲示にとどまら

ず、自然・歴史・暮らし・産業の背

景を伝える「インタープリテーショ

ン機能」を持つ拠点（スポット）の整

備を推進する 

• スポットは、既存の道路空間（簡易

パーキング等）を有効活用し、景観と

調和した小規模な整備とし、道の駅、

大学、企業等と連携し、継続的な進

化と持続可能な運営を図る。
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寄り道パーキングシーニックデッキ

ビューポイントパーキング もしもしピット

（参考） 簡易パーキング等



（参考） インタープリテーション事例
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４．人材育成及び知の基盤の強化

風景街道の持続的発展を支えるため、次の取組を推進する。

• 風景街道コミュニティを、各地の実践知を集約し、政策と現場、現役世代と次世代をつなぐ「知

と人材のハブ」として位置付ける。

• 人材育成を地域任せとせず、若い世代が関わる入口（学び・実践・仕事）を意図的に設計した上

で、国が人材育成の取組（いわゆる日本風景街道大学等）を支援し、将来の地域定着や産業創出

にもつながる実践的な人材の育成を図る。


